
 
 
 

在沖縄米海兵隊員による女性強盗殺人事件に抗議し、 

日米地位協定の抜本改定と米軍基地の縮小・撤去を求める 
 
2026 年 10 月 5 日 日本平和委員会 

 
 沖縄県警は 10 月４日、米軍普天間基地（同県宜野湾市）所属の米海兵隊上等
兵を女性強盗殺人容疑で逮捕した。 

 本土復帰の 1972 年 5 月以降に発生した米軍関係者による⺠間人の殺人は今
回で 14 件目となるが、うち 13 件が海兵隊員によるものであり、14 件中 8 件の
犠牲者は女性である。米軍関係の刑法犯検挙数は 2021 年から 25 年にかけて 4
年連続で増加。25 年は 101 件と過去 20 年で最高の記録となっている。 

 もはや米軍の「綱紀粛正」に何の実効性もないことは明らかである。沖縄県⺠
の安全 ・人権と米軍基地は両立しない。私たちは、米軍犯罪を生み出す温床とな
っている日米地位協定の抜本改定を求めるとともに、普天間基地をはじめとし
た米海兵隊基地の撤去をはじめ、沖縄の米軍基地の縮小・撤去を求めるものであ
る。ましてや、新たな米軍基地の苦しみをもたらす辺野古新基地建設は直ちに中
止すべきである。新たに就任した沖縄県知事も、この立場に立って、厳正に日米
政府に要求すべきである。 

 私たちは、米軍犯罪 ・被害を根絶し、日本国憲法の活きる基地のない平和な沖
縄を実現するため、沖縄県⺠と固く連帯し、たたかい続ける決意をここに表明す
るものである。 

  
  


